
Ⅰ．はじめに

　森林における堆積有機物は表層土壌への各種養分の供給，ある

いは，雨滴による衝撃の緩和，浸食の防止等の機能を有し，その

効果は樹種，林齢，地形，斜面位置，降水条件等によって異なる

ことが知られている。酒井（�）は堆積有機物層を通過する雨水

の影響を調べ，スギ林では酸性化を抑制する可能性が高いことを

指摘している。

　筆者らは，スギ林を対象に堆積有機物が表層土壌の化学性に及

ぼす影響を検討してきた。これまで，間伐が遅れたやや過密な林

分では間伐実施林に比べ，表層土壌中の交換性カルシウム，マグ

ネシウム含量が低くなること（�），また，林齢の増加にともな

い交換性カルシウム含量は増加する可能性が高いことを報告した

（�）。

　本報では林齢の違いが表層土壌の化学的性質に及ぼす影響を知

るため，同一地域にある７年生から４１年生のスギ３林分を対象に，

堆積有機物量，表層土壌の pH及び交換性塩基について調査を

行ったので，その結果を報告する。

Ⅱ．調査地及び試験方法

　本調査地は東臼杵郡椎葉村不土野の県有林で，表層地質は粘板

岩・千枚岩，土壌型はBD（d）～ BD，標高は７７０m～８５０mであ

る。調査林分はスギ７，２４及び４１年生で，４１年生と２４年生スギ林

は上下で接している。これらの林分から東へ約４００m離れて７年

生スギ林は位置している。各林分に２０m×２０mの調査区を設け，

林分調査を行った。調査地及び林分の概況は表－１のとおりであ

る。下層植生の調査は各調査区内に１０m×１０mの方形区を設けて

行い，その出現種数は７，２４，４１年生スギ林で，それぞれ，

２６，２９，２７種で，同様に樹高２m以上の植生種数はそれぞれ

０，５及び４種であった（表－２）。

　堆積有機物の調査はそれぞれの調査区内で３～６箇所ずつおこ

なった。採取方法は樹幹流の影響を避けるため，樹幹下部から１

m以上離れた箇所で５０cm×５０cmの方形枠を設け，その枠内の有

機物を採取した。採取した有機物はスギとスギ以外に分け乾燥し，

さらに，スギについては径２mm未満，２mm以上の２つに分類

し，それぞれの重量を測定した。供試土壌の分析は有機物を採取

した地点で，０～５ cm，５～１０cm，１０～１５cmの深さの土壌を採

取し行い，土壌pH（H２O）はガラス電極法，交換塩基は０．０５M酢

酸アンモニウム・０．０１４M塩化ストロンチウム溶液で抽出後（�），

原子吸光法で測定した（�）。

Ⅲ．結果と考察

　（１）堆積有機物量

　各調査区の１㎡当たりの堆積有機物の乾物重の平均値は図－１

のとおりであった。全重の平均値は６１７．６～１６３２．８g ／㎡であり，

７年生で少なく，２４年生と４１年生ではほぼ同様な値を示した。林

分の閉鎖が始まると葉量はほぼ一定となり（��），また，落葉量

もほぼ同様な傾向となると予想される（�）ことから，毎年の落

葉が分解されるとすると堆積有機物量はほぼ一定になると考えら

れる。河田（�）は主要な造林樹種の堆積有機物重は１０～１５ton ／

ha ないしそれ以下の場合が多いとし，また，澤田ら（�）は健全

に管理されたスギ林分では１８年生以降，林齢にかかわりなく堆積

有機物重はほぼ一定（１４～２０ton ／ ha）となるとしている。本試
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スギ林の林齢の違いが表層土壌の化学的性質に及ぼす影響について検討するために，同一地域にある７年生，２４年生及び４１年生の計３林

分を対象に堆積有機物量，土壌 pH及び交換性塩基について調査した。堆積有機物重は７年生では６．２ton ／ ha，２４年生及び４１年生では両

林分とも約１６ton ／ ha とほぼ同じ値となった。表層土壌の pHは２４年生がどの部位でも高かった。また，各林分とも下層になるにつれて

pHは低下した。交換性カルシウム，マグネシウム含量は４１年生が最も高く，ついで２４年生，７年生の順で低くなった。４１年生の表層（０

～５ cm部位）では２４年生に比べカルシウム含量が約１３．２倍と著しく高い値を示した。２４年生以降堆積有機物重はほぼ一定になること，

また，カルシウムの供給源である堆積有機物重が同じでも，表層土壌への交換性カルシウムの蓄積の進行は異なり，カルシウムの蓄積に

は相当の期間を要することがうかがえた。
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験では２４年生及び４１年生のそれは１５．９，１６．３ton ／ ha となり，澤

田らと同様な結果となった。

　全重に対するスギ重量の割合は７，２４及び４１年生で，それぞれ

１６．６％，９４．１％及び９５．９％で，７年生ではスギの割合が最も低く，

２４年生及び４１年生では，ほぼ同じ割合であった。また，径級別で

は７年生を除きその他の林分間で組成に違いはみられなかった

（図－２）。

　（２）土壌 pH（H２O）

　各調査区の部位別土壌 pHの平均値を図－３に示した。部位別

にみると，０～５ cm部位で５．１１～５．８２，５～１０cm部位で５．０５～

５．７，１０～１５cm部位で５．０～５．１２となり，２４年生がどの部位でも

高かった。また，下層になるにつれて pH値は低下した。相澤は

１０～８２年生スギ林の樹間の表層土壌を調べ，林齢の増加と伴に

pH値は上昇する傾向があるとしている（�）。しかし，ここでは

７年生から２４年生まではその傾向がみられるが，４１年生では低下

した。この原因については不明であった。

　（３）交換塩基

　部位別交換性カルシウム，マグネシウム含量の平均値は図－

４，５のとおりであった。交換性カルシムは０～５ cm部位で１．４８

～３５．１５，５～１０cm部位で０．７８～６．５，１０～１５cm部位で０．４２～

２．１４meq ／１００gで，下層ほど低くなった。同様に交換性マグネシ

ウムはそれぞれ０．４６～１．３４，０．３１～０．４１，０．１９～０．２７meq ／１００g

であった。いずれの塩基含量も４１年生で最も高く，ついで，２４年

生，７年生の順で低くなった。４１年生の０～５ cm部位では２４年

生の同部位に比べ約１３．２倍もカルシウム含量が高くなった。ここ

では２４年生から４１年生までの間の調査は行っていないが，カルシ

ウムの供給源である堆積有機物量は両林分では差がみられないこ

とから，この間の落葉分が分解されカルシウムが土壌に蓄積され

たと考えられる。これは林分の堆積有機物量がほぼ一定となる林

分の閉鎖以降にカルシウムの土壌への蓄積が進行すること，また，

高いカルシウム含量を示すには２０年程度の期間を要するものと思

われる。この点については２０年生前後から土壌へカルシウムが顕

著に蓄積するには２０年以上の期間を要するとの報告（�）と一致

する。また，２４，４１年生の０～５ cm部位でのマグネシウム含量

は４１年生の方が２４年生に比べ約２．４倍と高く，カルシウム同様マ

グネシウムの蓄積も進んでいた。

　以上のことから，７年生から４１年生までのスギ林の堆積有機物

量は２４年生以降，ほぼ一定となること，また，堆積有機物量が同

じでも，表層土壌への交換性塩基（カルシウム）の蓄積の進行は

異なり，また，カルシウムの蓄積には相当な期間を要することが

うかがえた。ただ，４１年生の pH値はカルシウム，マグネシウム

含量が高いにもかかわらず，２４年生より低かった。この原因につ

いては不明であった。今後，樹幹流や地形等の影響を含めて検討

を行う予定である。
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表－１．林分の概況

平均胸高直径平均樹高立木本数傾斜度
方位

標高
調査区

（cm）（m）（本／ha）（°）（m）

　３．０　３．０１９７５２５W８３０７年生

２３．２１５．５１０５０１７N２５E７７０２４年生

３５．３２３．８　７２５２５NW８５０４１年生

表－２．調査区別の樹高２m以上の植生

種名と本数（　）調査区

――７年生

ヤブムラサキ（６），エドヒガン（１），カナクギノキ（１），ケクロモジ（１），ムラサキシキブ（１）２４年生

ケクロモジ（１７），アオダモ（１），クロガネモチ（１），ハイノキ（１）　４１年生



（２００２年１１月２６日　受理）

183

九州森林研究　No．５５　２００２．３

図－１．各調査区の堆積有機物重（g／m２）
図－２．堆積有機物中の径級別割合（スギ）

図－３．各調査区の層位別 pH

図－４．各調査区の交換性Ca含量 図－５．各調査区の交換性Mg含量


